今 行われる 少女小説 について 私 は 自分の 荷に あまる 

ほど いろいろの 事 を 考えさせられ るんで す。 

一 寸 行きずりに 本屋の 店 をの ぞいても 飾って ある 少 

女 小説の 数 はほんと うに 沢山で それで 又 何故 だか、 「何 

子の 涙」 だと か、 「何 この 歎」 だのって 云う のば かりで 

すねえ。 

少女小説って 名のつ くの は 皆、 涙 だの、 歎 だのって 

云 うんで なければ いけない きまりが 有 るんで しょうか _ 

私 はどう 云う もの かと 思って その 沢山の 中の 一 一三 冊 

読んで 見ました。 

それで どう 云う もの だか、 と 云う 事 を 知りました。 



う ものが 大した 魅力 を 持って 居 るんで す。 

どこまでも それに まきこまれて 少しも 批評と か 反 向 

とか 云う 気持 は 起り ません。 

そうして 少女小説 によ つ て 頭の 大部分 は 育てられた 

娘 達 は 涙 もろい しとやかな 内気な 人に はなれましょう。 

でも 世の中の 暗い 方に 目 さとい 人になります。 

私 は 斯う 云う 事 を 断言し ます。 

学校の 教育に よって 頭が 育てられ るの は 部分で 云え 

ば 極く 少しの もので 自由に 読む もの 又は 聞いた 事な ど 

によ つ て 人間の 力で 出来るだけの 箇 人性の 大部分が 築 

(四 字 分 空白) 

かれ □□□□ と 



そう 云う 人達の 沢山な 様に する のに は その 人達の ま 

だ 布で 云えば 白地の 子供の 時代の 育まれ 様に よると 云 

う 事が 出来ます。 

そして 最も 大切な の は その 読み物 だと 云う 事 も 出来 

ま ^9 

外国 はどう だか 知りません けど 日本で 小 供に 対して 

の 読物の 注意と 云う 事 は 先まで あんまり 重 じられ てい 

ませんで した。 

十一 二の 子供 は必 して、 力 チカ チ山、 桃太郎 の 御 

話に 満足す る もんでも なく、 「フ ー ン」 と 思う もの だつ 

てありません。 
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